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１．はじめに
これまで金沢工業大学（以下、本学）は、「自

ら考え行動する技術者の育成」を一つの教育目標

とし、学生がチームとなって問題の発見から解決

法の実装まで行うプロジェクトデザイン科目を中

心として、様々な科目においてアクティブラーニ

ングを実施してきています[1][2]。また、学生の成

果物をポートフォリオの形で保存しながら、就職

活動時にそれらを活かすことで、適切な自己実現

をサポートする体制をこれまで築いてきています
[3]。このような教育の実践の中で各科目のシラバ

ス（本学では「学習支援計画書」という名称）は、

学生が学習内容を端的に理解する資料であるとと

もに、大学にとっては教育内容を保証する契約書

のような役割を果たしています。このシラバスは

通常、一方向的な文章として学生に提示されます。

しかし、これが単なる文章の集合ではなく、科目

と科目、教員と学生を繋ぐ双方向的な資料となれ

ば、それは大学で学ぶ知識を総合した知のネット

ワークとなる可能性があります。また、教員が

様々なアクティブラーニングを実践していく中

で、全教員が利用できる情報システムがあれば、

アクティブラーニングの実施に伴う様々な作業の

負担を軽減することが可能となります。このよう

な観点から、本学では2016年度より従来のシラ

バスの仕組みを発展させた「ｅ-シラバス」を導

入しました。また、これまで個々の授業に関連さ

せて構築してきたポートフォリオシステムを統合

し、学生がより直感的に自己の成長を確認できる

「自己成長シート」についても新たに構築しまし

た。これらのシステムを教職員が共に利用するこ

とで、大学における教学のマネジメントをより強
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固にすることが可能であると考えられます。以下、

導入したシステムの内容とその反転授業での利用

例について説明します。

２．ｅ-シラバスと自己成長シートについて
２.１ ｅ-シラバスについて

これまで本学では、学生のポータルサイト、シ

ラバス、教材配信システム、ポートフォリオシス

テムなど教務系システムは、それぞれ個別のシス

テムとして運用されていました。今回これらのシ

ステムを統合するとともに、先の背景からシラバ

スを双方的なシステムとして実現する「ｅ-シラ
バス」を全学に導入しました。次ページ図１に、

システムの概要を示します。まず、本学の学生に

はポータルサイト（図１左上）が用意されており、

学生はこのサイトにログインすることで、履修の

登録や個別の連絡を受け取ることなどが可能とな

っています。このポータルサイトの上側のタブに、

ｅ-シラバスの入り口となっている「KITナビ」

が用意されています。このKITナビ（図１右上）

では、学生が履修中、もしくは履修した科目を時

系列で確認することができ、学びの流れを確認す

ることができます。画面には各科目がタイル状の

アイコンで示され、履修中の科目は緑色、単位を

修得した科目は青色、単位を修得できなかった科

目が赤色で提示されます。加えて、単位を修得し

た科目にマウスのカーソルをあてると成績と出席

率が提示されるようになっています。また、科目

を分野ごとに表示することもでき、語学系、基礎

教育系、専門科目系と分けて表示することで、そ

れぞれの分野においてどのような成績で単位を取

得したか視覚的に把握できるようになっています。
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このKITナビから、各科目のｅ-シラバスを閲覧
する際には、科目のアイコンをクリックすればよ

いようになっています。本学のシラバスには、科

目の概要に加え、科目の評価方法、達成度の目安

の他に、毎週の学習内容が記載されています。こ

れらの内容は、科目が開講される学期が始まる前

に担当教員によって登録され、ｅ-シラバス上で
も変更は行えないようになっています。一方、

ｅ-シラバス上では、毎週の学習内容が提示され
ている下に編集領域をもっており、この領域上で

教員が以下のような操作が行えるようになってい

ます。

１．授業資料、動画、音声等のデジタルデータ

の配信、外部サイトへのハイパーリンク付

与

２．レポート課題の提示とレポートの受理

３．小テスト、アンケートの実施

以上のような機能を用いて、例えば、反転授業

のようなアクティブラーニングを行う場合には、

次のようにｅ-シラバスを利用します。まず教員
は、ｅ-シラバス上に動画や予習用ワークシート
などをアップロードします。この資料を用いて学

生は予習を行い、資料を準備して授業に参加しま

す。授業の際に、教員が予習の度合いを確認する

ような場合には、授業冒頭に小テストなどを行い、

その場で点数を把握します。授業中は、グループ

ワーク用の資料をｅ-シラバスを通じて配信し、
授業終了後にレポートを受理するシステムで、そ

れらを回収します。必要があれば、教員がそれぞ

れのレポートにｅ-シラバスを通じてフィードバ
ックを返します。このようにｅ-シラバスを用い
ることで、現代的なアクティブラーニングを容易

に実現することが可能となっています。

また、ｅ-シラバスは、自身が担当している科
目だけでなく、全ての教員の科目を閲覧できるよ

うにしています。このことにより、教員同士が互

いの授業の内容や運営について、その詳細を知る

ことが可能になり、よりよい取り組みが広がって

いくというFDの役割も果たしています。

加えてｅ-シラバスでは、正課の学習内容と課
外の活動を関連付けることで、学びの広がりと深

化を進めることも目指しています。このことを実

現するために、本学が作成している「物語の始ま

りへ」と呼ばれる様々な分野で活躍している学生

を紹介する動画へのリンクや、大学内の様々な課

外活動を紹介するWebサイトへのリンクを、初年

次の科目に積極的に付与することを担当教員にお

願いしています。

このような機能はオープンなLMS（Learning

Management System）、例えば「Moodle」といっ

たシステム[4]でも実現可能ではありますが、ｅ-シ
ラバスは、大学で開講されている全ての科目にお

いて利用可能であり、また全ての学生の教務デー

タと関連付けされています。そのため、Webシス

テムのメンテナンスや履修学生とデータの関連付

けといった教員側の負荷を大きく軽減することが

図１　ｅ-シラバスシステムの概要（イメージ）
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可能となり、教員がアクティブラーニングを実現

していくことを強くサポートできます。また、学

生側にとっては、提出物などが全てシステム上に

保管されるため、ｅ-シラバス自体がポートフォ
リオになり、また、これまで構築されてきている

個別授業のポートフォリオシステムもKITナビに

統合されているため、学生はこれまで学んできた

ことを容易に振り返ることができるようになって

います。このように、ｅ-シラバスは本学におけ
る学びを支援する中心的なシステムであり、必要

に応じて今後も様々な機能をこのシステム上に実

現していくことを予定しています。

２.２ 自己成長シートについて

本学では、ｅ-シラバスと合わせて、学生の単
位取得状況や出席の状況など学生の学びの経緯を

視覚的に確認できる「自己成長シート」について

も導入を行いました。図２に自己成長シートの概

要を示します。この自己成長シートは学生ポータ

ルにおいてKITナビの横にあるタブをクリックす

ることで、閲覧できるようになっています。この

シートにおいて学生は、卒業のための単位数、現

在の取得単位数、理想的な取得単位数を視覚的に

確認でき（図２（a））、表中にあるGPA（本学で

はQPAと呼ぶ）をクリックすることで自身と学科

の平均値の推移（図２（c））、各科目の出席状況

を確認できます。加えて、これまでの課外活動の

内容や、学長褒章（成績優秀者や課外活動等にお

いて顕著な活躍があった学生に送られる賞）の取

得状況、また記入をしている場合には毎週の行動

履歴（学生の活動を記録する日記のようなもの）

についても表示されるようになっています（図２

（b））。このシートを通じて、学生は自身の学びが

どのように変化しているかを視覚的に確認するこ

とができます。また、教員にとっては、学生本人

や保護者の方と面談を行うときに、学生を理解す

るための最も重要な情報となります。特にこれま

で行われたIR（Institutional Research）の結果か

ら、出席率の変化が成績の推移や休学・退学率、

また就職活動時の内定を得る時期に関係すること

がわかっており、このような情報をもとに、個々

の学生に対して適切なアドバイスを行えるように

しています。

３．反転授業での利用例
運用開始年である2016年度に、本学では

2,491科目が開講されていますが、これらの科目

のうち1,106科目においてｅ-シラバスが利用され
ています。また、2016年度の学生のｅ-シラバス
の利用回数は１日平均4,000回程度で、これは履

修科目が少ない４年生を除いた３年生までの学生

がおおよそ１日１回はアクセスしている状況で

す。ｅ-シラバスの利用形態としては、事前事後
学習を目的とした教材の配信（授業資料や動画の

配信）が最も多く、次にレポートの提出機能など

学生からのデータを受理することなどが主となっ

ています。

その中で、ｅ-シラバスを活用した代表的な科
目として反転授業を導入している「工学のための

数理工」があります[5]。この科目では、三角関数

やその逆関数、また指数関数などを物理的な現象

と関連付けながら学びつつ、微分法や回帰分析、

相関係数などについても学びます。この科目の

ｅ-シラバスでは、まず予習のための各学習内容
の動画、予習のシートが提供されます。加えて、

予習内容の確認を行う小テストやレポートの提

出、授業に関するアンケートについてもｅ-シラ
バスで行われます（次ページ図３）。

学生は、授業前に各動画を閲覧し、必要があれ

ば予習のシートなどを作成します。授業の際には、

予習の度合いを確認するために小テストが行わ

れ、その場で点数が確認されます。講義では、例

えば前回の授業で出題した宿題を採点して返却を

し、この際にわからない箇所がある学生は、教員

図２　自己成長シートの概要（イメージ）

（b）各科目の成績と課外活動等のデータ （c）GPAの推移（a）取得単位数と出席率・GPAのデータ
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からだけではなく、学習内容を十分に理解してい

る学生も教えることで学び合いの連鎖が生じ、

「使える数学」の理解を深めていくことを行って

います。この授業アンケートでは、約８割の学生

が「反転授業は役に立った」と回答し、その有効

性も確かめられています。

４．考察と今後の展開
本稿では、2016年度から本学に導入したｅ-シ

ラバスの概要とその運用、および評価について説

明しました。今回導入したｅ-シラバスのような
LMSは、ある単一の授業や、学科単位で導入され

ているケースはありますが、全ての教務データと

関連付けされる形で全科目に導入され、開講され

ている科目のうち半分程度で利用されているとい

うケースは少ないと思われます。その中で、事前

事後学習や反転授業などにおいて、積極的に利用

されている科目においては、その効果が現れ始め

ていると言えます。また学生にとっても、基本的

には便利なシステムとなっており、これからも

ｅ-シラバスの利用率は高くなっていくことが予
想されます。

一方で、学生に自身の学びの経歴や、正課と課

外の活動との連携を十分に意識させられているか

ということについては、十分に行えていないのが

実情です。これは、まだｅ-シラバスが運用１年
目であり、システム上に存在するデータが十分で

ないことや、教員の利用の度合いが浅いことが原

因であると言えます。この問題に対しては、時間

が経つにつれ学生にとって有益なデータが蓄積さ

れ、また教員のシステムに対する理解が深まるこ

とで、徐々に解決されると考えて

います。

今後、ｅ-シラバス、また自己成
長シートのデータは年々増えてい

きますが、そのデータが莫大とな

ると、解析を人手で行っていくの

には限界があります。現在、本学

ではIBM社が提供しているAIサー

ビスであるWatson[6]を導入し、学

生の自己成長支援に利用すること

を試みていますが、今後、蓄積さ

れるデータをWatsonに代表される

ようなAI的アプローチで解析して

いくことを考えています。具体的

には、学生が入力したテキスト情

報、各種レポートの内容を自然言

語処理するとともに、成績、出席

率データ、課外活動の内容などを基礎データとし

て、修学の履歴、就職先などと関連付けを行うこ

とを考えています。このことで、どのような修学

パスが成績の向上に関係しているのか、また、そ

れがどのような就職先につながるかを明らかにで

きると考えています。このような分析を継続して

いくことで、本学における教学のマネジメントを

さらに強化していくことを今後も継続していく予

定です。
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図３　数理科目におけるｅ-シラバスの活用例


